
解　答　例

◎前期入試Ａ方式・B方式（2023年2月3日実施）

数　　　　学

数学②＝工・理工学部（90分・100点）







数学①＝経営情報・国際関係・人文学部（60分・100点）

2023 中部大解答例 44 数学 

－1－ 
 

2023中部大学解答例 44数学(2023.02.03) 

 
 
ⅠⅠ  

(1)  
( ) ( )5 3 1 3 5 3 5 3
3 1 5 3 2

x
+ − +

= − =
− −

である。 

同様にすると
5 3
2

y x− −
= = − となるので， 

 ( )22 2 2 5 36 4 4
2

x xy y x +
+ + = − = − 　  

 1 4 6 5= − −  … (ｱ)，(ｲ)，(ｳ)，(ｴ)，(ｵ) 

(2)  ( )
2

2 8
2 4
m my x m= − − − + より，常に 0y  となるのは 

2
8 0

4
m m− − +   

のときである。よって 2 4 32 0m m+ −  より 
 8 4m−    … (ｶ)，(ｷ)，(ｸ) 

(3)  tan 0, tan 0B C  であるから， B と C

は鋭角である。A から BC に下ろした垂線 AH

の長さを h とすると，
1 1tan , tan
3 2

B C= = より 

BH 3 , CH 2 , AB 10 , AC 5h h h h= = = =  

であるから BC 5h= となり，余弦定理より 

 
( ) ( )2 2 2 2

2

25 10 (5 ) 10cos
22 5 10 10 2

h h h hA
h h h

−+ − −
= = =

 
 … (ｹ)，(ｺ)，(ｻ) 

(4)  両端が u である順列は中の 3 文字 c，h，b の並び方で決まるので， 

 3! 6=  通り … (ｼ) 

2 つの u が隣り合う順列は c，h，b と uu の 4 個の並び方で決まるので， 

 4! 2 4=  通り … (ｽ)，(ｾ) 

(5)  1 つの鶏舎から採取した 60 個の卵の重さを 1 2 60, , ,x x x とし，もう 1

つの鶏舎から採取した 40 個の卵の重さを 1 2 40, , ,y y y とする。x の平均

値が 50，分散が 5 であり y の平均値が 60，分散が 10 であるから， 

1 2 60
1 ( ) 50
60

x x x+ + + = ， 2 2 2 2
1 2 60

1 ( ) 50 5
60

x x x+ + + − = ， 

1 2 40
1 ( ) 60
40

y y y+ + + = ， 2 2 2 2
1 2 40

1 ( ) 60 10
40

y y y+ + + − =  

である。100 個の卵全体の重さの平均値を m，分散を 2s とすると， 
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1 2 60 1 2 40
1 {( ) ( )}

100
m x x x y y y= + + + + + + +  

2 2 2 2 2 2 2 2
1 2 60 1 2 40

1 {( ) ( )}
100

s x x x y y y m= + + + + + + + −  

であるから， 

 
1 (50 60 60 40) 5 4

100
m =  +  = （ｇ） … (ｿ)，(ﾀ) 

 2 21 (2505 60 3610 40) 54 3 1
100

s =  +  − =  … (ﾁ)，(ﾂ) 

ⅡⅡ  

(1)  △ABC が存在するための条件は AB CA BC AB+CA−   であるから， 

3 9a   

である。 

(2)  Aが鈍角になるための条件は 2 2 2BC CA AB + であるから， 
2 2 26 3a  +  

となる。これと(1)で求めた条件より 

3 5 9a   

である。 

(3)  BC 5= であるから， 

2 2 26 3 5 5cos
2 6 3 9

A + −
= =

 
 

である。よって ( )25 2 14sin 1
9 9

A = − = であるから， 

BC 5 45 14
2sin 562 142

9

R
A

= = =


 

である。 

ⅢⅢ  

(1)  2 2( ) 4 ( 2) 4f x x x x= − = − − である。 

( ) (0 )f x x a  の最大値を M ，最小値を m とする。 

( )y f x= のグラフは 2x = を軸とする下に凸の放物線であるから， 

2

(0) 0 (0 4

( ) 4 (4 )

f a
M

f a a a a

=  = 
= − 

のとき)

のとき
 

2( ) 4 (0 2
(2) 4 (2 )

f a a a am
f a

 = −  = 
= − 

のとき)

のとき
 

である。 

(2)  2 2( ) 6 ( 3) 9t t t t= − = − − +g であるから， ( )t u=g とおくと 0 4t  のとき

u のとる値の範囲は (0) (3)u g g ，すなわち 0 9u  である。 
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1 {( ) ( )}

100
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2 2 2 2 2 2 2 2
1 2 60 1 2 40
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100
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
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(0) 0 (0 4

( ) 4 (4 )

f a
M

f a a a a

=  = 
= − 

のとき)

のとき
 

2( ) 4 (0 2
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f a a a am
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のとき
 

である。 
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よって 0 4t  における ( ( ))f tg の最大値と最小値は， 0 9u  における

( )f u の最大値と最小値である。 

9a = のときの(1)の結果を用いると， 

最大値は (9) 45f = ，このとき 2( ) ( 3) 9 9t t= − − + =g より 3t = ， 

最小値は (2) 4f = − ，このとき ( ) 2t =g と 0 4t  より 3 7t = −  

である。 
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ⅠⅠ  

(1)  
2 2 2 2( ) 5 3 2

2 2
x y x yxy + − − −

= = = − であるから， 

 
2 2 55

2 2
x y x y
y x xy

−+
+ = = =

−
 … (ｱ)，(ｲ)，(ｳ) 

である。また， 
2 2 2( ) 2 5 2( 2) 1x y x y xy+ = + + = + − =  

より 1x y+ =  であるから， 

 
2 2 3( )( ) 1 3

2 2
x y x y x y x y
y x xy xy

− + −  
− = = = =

−
 … (ｴ)，(ｵ)，(ｶ) 

(2)  k を自然数とする。 

100 77 999k  のとき 2 12k  であるから，77 の倍数で 3 桁のものは 

 12 1 1 1− = （個） … (ｷ)，(ｸ) 

ある。 

100 7 999k  のとき15 142k  ，100 11 999k  のとき10 90k  である

から，7 の倍数は 128 個あり 11 の倍数は 81 個ある。7 の倍数かつ 11 の倍

数，すなわち 77 の倍数は 11 個あるので，7 の倍数または 11 の倍数は 

 128 81 11 1 9 8+ − = （個） … (ｹ)，(ｺ)，(ｻ) 

(3)  △ABC の面積
1 6 7sin
2

B  が最大になるのは B 90 = のときであるか

ら，このとき 

 2 26 7 8 5x = + =  … (ｼ)，(ｽ) 

である。 

長さが 7 の辺 BC を固定すると AB 6= より頂点 A

は B を中心とする半径 6 の円上にある。 C が最大

になるのは AC がこの円の接線のときである。この

とき， A 90 = より 

 2 27 6 1 3x = − =  … (ｾ)，(ｿ) 

(4)  得点を大きさの順に並べると 

71，76，76，77，77，80，81，86 

となる。平均値は 

 
170 (1 6 6 7 7 10 11 16) 7 8
8

+ + + + + + + + = （点）， … (ﾀ)，(ﾁ) 2023 中部大解答例 45 数学 
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分散は 

     2 2 2 2 2 2 2 21{( 7) ( 2) ( 2) ( 1) ( 1) 2 3 8 } 1 7
8

− + − + − + − + − + + + = ，… (ﾂ)，(ﾃ) 

中央値は 

 
77 77 7 7

2
+

= （点） … (ﾄ)，(ﾅ) 

(5)  図のように，B に隣り合う 2 点を C，D とする。 

ちょうど 10 回目に B 地点に到達するのは，9 回目

までに C 地点に到達し 10 回目に B に進むか，9 回

目までに D 地点に到達し 10 回目に B に進む場合で

ある。9 回目までに C 地点に到達するのは，9 回の

うち 3 回表，6 回裏が出るときであり，9 回目までに D 地点に到達するの

は，9 回のうち 2 回裏，7 回表が出るときである。よってちょうど 10 回目

に B 地点に到達する確率は 

 ( ) ( ) ( ) ( )3 6 2 7
9 3 9 2 10

1 1 1 1 1 1 84 36C C
2 2 2 2 2 2 2

+
  +   =  

 
1 5

1 2 8
=  … (ﾆ)，(ﾇ)，(ﾈ)，(ﾉ)，(ﾊ) 

ⅡⅡ  

(1)  1x  − のとき 2 2( ) 4 4 ( 2)f x x x x= + + = + ， 

1 x−  のとき 2 2( ) 4 4 ( 2) 8f x x x x= − − = − −  

であるから， ( ) ( 3 6)y f x x= −   のグラフは下図のようになる。 
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2
+

= （点） … (ﾄ)，(ﾅ) 

(5)  図のように，B に隣り合う 2 点を C，D とする。 

ちょうど 10 回目に B 地点に到達するのは，9 回目

までに C 地点に到達し 10 回目に B に進むか，9 回

目までに D 地点に到達し 10 回目に B に進む場合で

ある。9 回目までに C 地点に到達するのは，9 回の

うち 3 回表，6 回裏が出るときであり，9 回目までに D 地点に到達するの

は，9 回のうち 2 回裏，7 回表が出るときである。よってちょうど 10 回目

に B 地点に到達する確率は 

 ( ) ( ) ( ) ( )3 6 2 7
9 3 9 2 10

1 1 1 1 1 1 84 36C C
2 2 2 2 2 2 2

+
  +   =  

 
1 5

1 2 8
=  … (ﾆ)，(ﾇ)，(ﾈ)，(ﾉ)，(ﾊ) 

ⅡⅡ  

(1)  1x  − のとき 2 2( ) 4 4 ( 2)f x x x x= + + = + ， 

1 x−  のとき 2 2( ) 4 4 ( 2) 8f x x x x= − − = − −  

であるから， ( ) ( 3 6)y f x x= −   のグラフは下図のようになる。 
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(2)  定義域を実数全体としたとき

の ( )y f x= のグラフは右図のよう

になる。 

直線 y a= は x 軸に平行で， y 切片

は a である。 

よって右図より ( )y f x= のグラフ

と直線 y a= が異なる 2 点で交わる

ような a の範囲は 
8 0, 1a a−     

である。 

ⅢⅢ  

(1)  △AFD，△ACD において， 

DAF DAC = ， AF AC= であり，辺

AD は共通である。 

よって 2 辺とその間の角が等しいので，

△AFD と△ACD は合同である。 

(2)  ADF ADC = であり， BDF ADF ADC 180 + + = である。よって 

1ADC 90 BDF
2

 = −   

である。 

(3)  AED 90 = と
1ADC 90 BDF
2

 = −  より， 

1DAE 90 ADC BDF
2

 = − =   

である。 

FBD+ BDF AFD  = と AFD ACD = （△AFD と△ACD が合同より）

から B+ BDF C  = となるので， BDF C B = − である。よって 

( )1DAE C B
2

 =  −  

となる。 
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英　　　　語

工・経営情報・国際関係・人文・応用生物・生命健康科・現代教育・理工学部 
（60分・100点〈英語英米文化学科は150点〉）

〔１〕 1 エ 2 イ 3 エ 4 ア 5 ウ

6 ア 7 イ 8 イ 9 ア 10 エ

〔２〕 11 イ 12 ア 13 エ 14 ア 15 イ

16 ウ 17 イ 18 エ 19 エ 20 ウ

〔３〕 21 ク 22 ア 23 オ 24 コ 25 イ

26 コ 27 ク 28 エ 29 イ 30 キ

〔４〕 31 ア 32 ウ 33 イ 34 エ 35 ウ

〔５〕 36 オ 37 ア 38 イ 39 エ 40 ウ



理科（物理，化学，生物）

物理②＝工・理工学部（60分・100点）

Ⅰ 1 キ 2 エ 3 キ 4 キ 5 エ

6 エ 7 エ 8 エ 9 エ

Ⅱ 10 ア 11 イ 12 ア 13 オ 14 ウ

15 キ 16 キ 17 エ 18 オ 19 ア

Ⅲ 20 ア 21 ウ 22 ウ 23 キ 24 イ

25 ウ 26 ウ 27 ウ 28 オ

物理①＝生命健康科・現代教育学部（60分・100点）

Ⅰ 1 エ 2 カ 3 ア 4 ア 5 ウ

6 イ 7 ア 8 カ 9 ウ 10 エ

Ⅱ 11 ア 12 イ 13 ア 14 オ 15 ウ

16 キ 17 キ 18 エ 19 オ 20 ア

Ⅲ 21 ア 22 イ 23 オ 24 ウ 25 エ

26 ア 27 イ 28 カ 29 オ 30 ア

化学②＝工・理工学部（60分・100点）

Ⅰ 1 イ 2 エ 3 ア 4 オ 5 エ

6 イ 7 オ 8 オ

Ⅱ 9 エ 10 エ 11 ウ 12 オ 13 エ

14 イ 15 エ 16 ウ

Ⅲ 17 ウ 18 エ 19 ウ 20 ウ 21 ア

22 ウ 23 エ 24 イ

Ⅳ 25 オ 26 エ 27 ア 28 イ 29 エ

30 キ 31 ウ 32 ウ

化学①＝応用生物・生命健康科・現代教育学部（60分・100点）

Ⅰ 1 イ 2 エ 3 ア 4 オ 5 エ

6 イ 7 オ 8 オ

Ⅱ 9 エ 10 エ 11 ウ 12 オ 13 エ

14 イ 15 エ 16 ウ

Ⅲ 17 オ 18 エ 19 オ 20 エ 21 イ

22 ウ 23 ウ 24 イ

Ⅳ 25 エ 26 イ 27 ウ 28 ウ 29 エ

30 ウ 31 ウ 32 イ



生物①＝応用生物・生命健康科・現代教育学部（60分・100点）

Ⅰ 1 イ 2 キ 3 ク 4 カ

5 ア，ウ，オ，カ 6 エ，オ，カ，コ

7 エ，カ，コ 8 ウ

Ⅱ 9 イ 10 オ 11 ウ 12 ク 13 ア

14 キ 15 エ 16 ウ

Ⅲ 17 イ 18 ケ 19 オ 20 キ 21 イ，オ

22 ウ 23 ウ 24 キ

Ⅳ 25 ア 26 ウ 27 ウ，エ，オ

28 ア，エ，オ 29 ア，ウ，エ 30 コ

31 カ 32 ア

Ⅴ 33 エ 34 ウ 35 エ 36 カ 37 イ

38 ア 39 ア 40 ア

国　　　　語

経営情報・国際関係・人文・応用生物・生命健康科・現代教育学部 
（60分・100点）

（一） 1 オ 2 ア 3 エ 4 イ 5 オ

6 エ 7 ウ 8 ア 9 イ 10 イ

11 エ 12 イ 13 ウ 14 エ

（二） 15 ウ 16 イ 17 ア 18 イ 19 ア

20 オ 21 ウ 22 イ 23 ア 24 エ

25 オ 26 ウ 27 イ,オ

（三） a 春樹 b きへん c 受身 d 喪失 e 連体詞

f 育つ



社会（世界史，日本史，地理，政治･経済）

世界史＝経営情報・国際関係・人文・現代教育学部（60分・100点）

〔Ⅰ〕 1 エ 2 イ 3 ア 4 ウ 5 エ

6 ウ 7 ア 8 ウ

〔Ⅱ〕 9 エ 10 ウ 11 ア 12 ウ 13 イ

14 イ 15 エ 16 イ

〔Ⅲ〕 17 エ 18 ア 19 ウ 20 エ 21 イ

22 イ 23 エ 24 エ

〔Ⅳ〕 25 イ 26 ウ 27 エ 28 エ 29 ウ

30 ウ 31 エ 32 ア

日本史＝経営情報・国際関係・人文・現代教育学部（60分・100点）

〔Ⅰ〕 1 ア 2 ア 3 ウ 4 ア 5 ア

6 エ 7 ア 8 ウ

〔Ⅱ〕 9 ア 10 エ 11 イ 12 ウ 13 エ

14 ア 15 イ 16 ウ

〔Ⅲ〕 17 エ 18 ア 19 イ 20 イ 21 ウ

22 ウ 23 イ 24 ウ

〔Ⅳ〕 25 ア 26 ウ 27 エ 28 ア 29 ア

30 イ 31 ウ 32 ア

地理＝経営情報・国際関係・人文・現代教育学部（60分・100点）

〔Ⅰ〕 1 ア 2 エ 3 イ 4 ウ 5 ウ

6 エ 7 イ 8 ア 9 エ 10 イ

11 イ

〔Ⅱ〕 12 エ 13 ア 14 エ 15 イ 16 ウ

17 エ 18 エ 19 ア

〔Ⅲ〕 20 イ 21 エ 22 イ 23 ウ 24 ウ

25 ア 26 ア 27 イ

〔Ⅳ〕 28 エ 29 イ 30 ア 31 ウ 32 イ

33 ア 34 エ 35 ア



政治・経済＝経営情報・国際関係・人文・現代教育学部（60分・100点）

〔Ⅰ〕 1 エ 2 ア 3 ウ 4 エ 5 ア

6 エ 7 ウ 8 イ 9 ア 10 イ

11 ウ 12 イ

〔Ⅱ〕 13 エ 14 ウ 15 ウ 16 エ 17 イ

18 イ 19 ア 20 ア 21 ウ 22 エ

23 ア 24 ウ 25 エ

〔Ⅲ〕 26 ウ 27 エ 28 ア 29 エ 30 ア

31 イ 32 イ 33 ウ 34 エ 35 ア

36 ア 37 エ 38 ウ

〔Ⅳ〕 39 ウ 40 ウ 41 イ 42 エ 43 ア

44 ウ 45 イ 46 エ 47 イ 48 ウ

49 エ 50 ア


